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第 1章　緒言

　本稿は、前稿「震災を生き抜いた子どもたちが
学んだ津波の歴史と防災―地域に学ぶ教育実践の
記録・釜石東中学校 ⑴ ―」1の続編となるもので
ある。上記の前稿では、東日本大震災を生き抜い
た釜石東中学校の子どもたちが、震災前に学んだ
津波防災に関わる内容・活動の仔細についての記
録が報告された。それは2006年度～2009年度にか

けての間の、地域の津波の歴史や防災に関わる調
査学習、学習したことを劇やＤＶＤ映像として地
域へ発信した活動、地域住民の防災意識を高める
活動などであり、地域を自分たちの足で歩き、地
域に学び、地域ぐるみで取り組む、生徒たちの主
体的で多角的な活動を組織した、森本晋也ら同校
教師集団の一連の教育実践の記録であった。
　本稿では、それに続く、一連の「地域に学ぶ教
育実践の記録・釜石東中学校」の第 2 報として、

要　約　

　本稿は、岩手県・釜石東中学校において2009年度の末に森本らが行った「三浦命助と三閉伊一揆」の授
業の記録を報告し、その意義を述べるものである。授業では、三閉伊一揆と地元釜石の栗林村（当時）で
生まれ育った三閉伊一揆の指導者の一人である三浦命助を取り上げた。三閉伊一揆の概要や社会的背景、
三浦命助の生涯、三浦命助が獄中に家族に宛て記した「獄中記」等について調べ、三浦命助の生き方や考
え方について学習した。本実践には以下の意義が指摘できる。第一に、三閉伊一揆と三浦命助に内在する、
地域の学習財としての魅力を見出した森本によって、社会科と国語科を連動させながら多角的な学習活動
が保障されている点である。第二に、地元釜石の栗林村に生まれた育った三浦命助と、三閉伊一揆の歴史
を学ぶこの地域史学習において、命助の生き方や考え方そのものを学習の中心の一つに据える森本の視座
が、生徒たちが「獄中記」から生命尊重の思想を学びながら、同郷の命助の生き方を今の社会や自分の生
き方にひきつけてとらえる学びを生んでいた点である。そして本稿末尾では、「震災を生き抜いた子ども
たち」に、この三閉伊一揆や三浦命助の学習が、その後に（防災や命などの点に関して）影響を与え、何
かを「残している」と推察される諸側面について、仮説を見出す考察を試みている点である。
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2009年度の末に森本が、国語科教員と共同しなが
ら社会科授業を中心に行った「三浦命助と三閉伊
一揆」（ ₁ 年生、 ₉ 時間）の授業の記録を報告し、
その地域に学ぶ教育実践の有する意義等を記述す
る。
　以下、前稿と同じく、第一著者の森本が実践報
告本編の第 2 章～第 ₅ 章を執筆し、森本と土屋の
協議、共同での考察を踏まえて、第 ₁ 章「緒言」
と第 ₆ 章「おわりに」を、第二著者の土屋が執筆
した。特にも、第 ₃ 章・第 ₄ 章では、森本が当時
の意図と経緯、実践の事実、その展開の具体を、
忠実に記録として以後に残すべく、実践を行った
すぐ後の授業実践記録を、若干の加筆をしながら
も、ほぼそのまま大きな修正を施さず掲載してい
ることに注意したい。そして、第 2 章で記してい
る課題意識をうけながら末尾の第 ₅ 章で、震災後
に教え子がこの学びをどう振り返っているかをイ
ンタビュー取材した内容を示しており、「震災を
生き抜いた子どもたち」にとってのこの学びが
持った意味は何であったのかという点に、後時代
的に振り返ろうとしている点にも注目したい。そ
の意味で本稿は、「震災を生き抜いた子どもたち」
が、3.11の震災前に、どういう学びを重ねてきた
か、その具体的内実とともに、3.11震災後におい
てその学びの事実の持つ意味への考察に、多角的
に迫ろうとする、一連の連続的な報告2の一つと
して位置する。

第 2章　課題意識と目的

　本実践は、2010年 2 月に岩手県釜石市立釜石東
中学校の第 ₁ 学年の社会科と国語科合同で取り組
んだものである。
　釜石東中学校は、釜石市の東部にあり、学区は
太平洋側の箱崎半島から内陸部の「橋野鉄鉱山・
高炉跡」（2015年に世界文化遺産に登録）のある
橋野地域までを有する。当時の全校生徒はおよそ
230名で、実践した第 ₁ 学年の生徒数は、77名（ ₃
学級）である。

　学区内には、史跡として「橋野鉄鉱山・高炉跡」
をはじめ三閉伊一揆の頭人である「三浦命助の碑」
（写真 ₁ 参照）などがある。当時の生徒たちに、
これらの史跡について尋ねると、釜石市が近代製
鉄発祥の地であり「橋野鉄鉱山・高炉跡」がある
ことは知っていた。しかし実際には行ったことが
ないという生徒が多かった。また、「三浦命助の碑」
については、碑が学区内にある栗林小学校出身の
生徒は、小学校時代に見学に行った経験があった。
他の出身小学校については、小学校の学習発表会
において、三閉伊一揆を取り上げた劇を見たこと
があるという生徒もいたが、三閉伊一揆や三浦命
助について詳細はよく知らないという状況であっ
た。

　第一著者の森本は、これまで地域を題材とした
社会科や総合学習に取り組んできた3。三閉伊一
揆については、教科書の記述と補助資料を使い、
歴史的意義に触れながら取り上げることはあった
が、本格的な調べ学習に取り組むことはなかった。
それは、この単元が、当時の年間指導計画におい
て、第 ₁ 学年の終わりの時期にあたり、進度の関
係から多くの時間を費やすのは難しい状況にあっ
たからである。しかし、森本はかねてから三閉伊
一揆について本格的な調べ学習として取り上げた
いと思っていた。三閉伊一揆の持つ歴史的な意義
以外に、次のような理由からである。かつて田野
畑村民俗歴史館を訪れた際、三閉伊一揆の頭人や
当時の民衆たちの生き様に自分自身が感動を覚え
たこと。釜石市の社会科研究会におけるフィール

写真 １「三浦命助記念の碑」
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ドワークにおいて、栗林地区を訪れた際、「三浦
命助の碑」と子孫筋の三浦家で三浦命助が牢獄中
に記した「獄中記」の実物を拝見したことがあり、
非常に興味・関心を持ったこと。北館賢氏の安家
村俊作ら、三閉伊一揆の頭人の生き様を通しなが
ら三閉伊一揆の歴史的意義を学ぶ実践報告に感
銘を受けたこと4。このような触発を受けながら、
地域にあるこの魅力的な題材をいつか実践化した
いと思っていた。釜石東中学校の学区は、三閉伊
一揆の舞台であり、しかも頭人の一人である三浦
命助を輩出した地域である。そして、三浦命助が
牢獄中に記した「獄中記」が、三浦家には今も残
されている。この「獄中記」には命助の思想、生
き方や考え方が記されており、そうした身近な地
域の歴史を通して、日本の歴史を生徒たちと学び
たいと思っていた。そこで、何とか学習時間を確
保して、調べ学習の目処はついた。しかし、学習
したことをまとめる時間までは確保できない。第
₁ 学年の国語科の先生方に三浦命助の学習を実践
化する構想と、調べたことを作文にする学習を国
語科でお願いできないかと相談した。国語科にお
ける作文指導の単元をこの三浦命助の学習に組み
換えてくれた。そうして社会科と国語科合同で本
実践を試みることができた。
　本報告の目的は、二つある。一つは、森本が地
域を題材として取り組んできた一連の教育実践の
意義を総合的に振り返る際の基礎資料とするこ
と。もう一つは、この学習に取り組んだ生徒たち
は、津波防災について学習し、東日本大震災を生
き抜いた生徒たちである。この三閉伊一揆や三浦
命助の学習が、彼ら彼女らの故郷への思いや生き
方などに、何らかの影響を与えているのではない
かということを検討していくときの基礎資料とす
ることである。
　なお、本稿は、あくまでもこの学習を企画した
森本の視点からまとめたものであることを申し添
えておく。

第 3章　実践の具体

1 　三閉伊一揆と三浦命助について

　三閉伊一揆と三浦命助について簡単に述べてお
く。三閉伊一揆とは、南部藩で起きた1847年（弘
化 ₄ 年）と1853年（嘉永 ₆ 年）の百姓一揆のこと
を言う。この一揆の意義について、釜石市の中学
校版の社会科副読本5では、「なかでも、嘉永 ₆ 年
（1853年）の南部三閉伊一揆は、南部藩に発生し
た一揆中最大のものばかりでなく、我が国近世に
発生した百姓一揆中最大のものであるといわれて
いる。それは、単に規模が大きかったというだけ
でなく、要求に南部藩主の交代を含むなど政治的
な意義と組織・戦術・効果という点からしても例
をみないとされている」と、記されている。
　また、同副読本において、三浦命助については、
「文政 ₃ 年（1820年）栗林村肝煎六右衛門家に生
まれ、遠野に出て小沼八郎兵衛から四書五経など
を学ぶ。・・・嘉永 ₆ 年（1853年） ₆ 月26日命助は、
一揆代表の筆頭となり、ねばり強い交渉の末、一
揆の要求が認められ、解決することができた」こ
とをはじめ、命助に危機がせまり脱藩したこと、
仙台や京都で過ごし帰村途中に捕らえられ、脱藩
の罪で盛岡の牢獄に監禁され、文久 ₄ 年（1864年）
2 月10日に46歳で牢死したことなどが記述されて
いる。この副読本の記述にはないが、三浦命助が
盛岡での牢中から家族に宛てて記したもの、いわ
ゆる「獄中記」と呼ばれるものがある。その中に、
「人間ト田畑ヲくらぶれバ、人間ハ三千年ニ一度
咲く優曇華也。田畑ハ石川原の如し。石川原ヲ惜
しみ優曇華ヲ捨てるが如し。右の通り大あやまり
ヲ致しべからじ候」という一節がある。茶谷十六
氏は、この一節について、「ここには、命をかけ
て一揆にかけた男たちの、凜とした死生観・人生
観・世界観が脈打っている」と、評としている6。
三浦命助の生き方や考え方が記された「獄中記」
は、ぜひ教材として活用したいと考えた。この三
浦命助と三閉伊一揆を題材として、どのような学
習を行ったか以下述べていきたい。
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2 　指導計画

⑴　ねらい　
　①　地域の歴史への興味・関心を高める。
　②　地域の身近な社会的事象を通して、当時の

社会や人々の暮らしについて学習する。
　③　三浦命助の生き方や「獄中記」から生命尊

重、人生観、社会観などを学ぶ。
⑵　単元の学習課題

　「命助が、『人間は ₃ 千年に一度咲くうどんげ
の花』と言ったのはなぜだろう。」

⑶　指導計画（実施学年：第 ₁ 学年、実施時期：
　2010年 2 月初旬～ ₃ 月初旬、計画時間：₉ 時間）

時間 教科 学習内容

₁ 社会

「『獄中記』古文書解読に挑戦！」
・「三浦命助」の人物について、社会科副読本で調べる。
・「三浦命助」の「獄中記」の一部を解読する。
・解読した言葉の意味から、学習課題を設定する。

2 社会 「三閉伊一揆」の概要について調べる。
₃ 社会 「三閉伊一揆」が起こった当時の社会の様子について調べる。
₄ 社会 「三浦命助」について、年譜から調べる。
₅ 国語 「獄中記」を読み、質問事項を考える。

₆ ・ ₇
（ 2 /26）

社会
国語

「命助の子孫、三浦克俊さんに質問しよう」
・「三浦命助」の子孫筋である三浦克俊さんを講師に、「三浦命助」や「獄中記」
について学習する。

₈ ・ ₉ 国語 学習したことを作文にまとめる。

4 　主な資料

⑴　授業において使用した資料・文献
釜石市中学校新版社会科副読本『釜石』（釜

石市教育委員会 改訂2008年）
深谷克己『南部百姓命助の生涯』（朝日新聞

社　1983年）
歴史教育者協議会編『お話歴史風土記（岩手

編）』（岩崎書店　1982年）
解読『三浦命助獄中記』（一）（釜石市教育委

員会　1995年）
解読『三浦命助獄中記』（二）（釜石市教育委

員会　1996年）　
茶谷十六「幕末維新を駆けた男たち−南部三

閉伊一揆 ₁ ・ 2 ・ ₃ ・ ₄ −」（岩手日報の連載
記事のうち、2010年 ₁ 月11日、 ₁ 月18日、 ₁ 月
25日、 2 月 ₁ 日分）

細井計編『図説岩手県の歴史』（河出書房新
社　1995年）

⑵　参考とした資料
　　森嘉兵衛『三浦命助伝』（平凡社　1962）
　　北館賢　三閉伊一揆の教育実践レポート7

5 　学習の具体

⑴　 ₁ 時間目「『獄中記』古文書に挑戦！」
　最初の授業では釜石市の社会科副読本を使っ
て、三浦命助とはどのような人物だったのかを
調べた。三浦命助が生まれた地域や年代、三閉
伊一揆に頭人として参加したこと、その後出奔
し、南部藩に捕らえられて盛岡の牢獄に入り、
牢死したことなどを調べた。
　次に、三浦命助が、盛岡に入牢していた時
に、家族に宛てて書き記した「獄中記」の有名
な一節（資料 ₁ 参照）を取り上げ、古文書の解
読に挑戦した。生徒たちにとって、古文書の解
読はこれまでに経験のないことであったが、班
員で協力して読める文字から解読し、一文字づ
つ全体で確認した。比較的読みやすい字が多い
ので、生徒たちは意欲的に挑戦していた。さす
がに「候」の部分はほとんどの生徒が読めな
かったが、学年で歴史好きの男子生徒一人だけ
読むことができた。「獄中記」の一節に書かれ
ている内容をみんなで確認した後、「人間と田
畑を比べれば人間は三千年に一度咲くうどん花
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なり」という言葉の意味を考えた。「うどん花」
は辞書を使って調べ、「三千年に一度しか咲か
ないという花。大変まれなものである」という
ことを確認した。三浦命助が、なぜ「人間と田
畑を比べれば、人間はとはとても貴重なもので
ある」ということを言ったのかということを考

えさせ、単元を貫く学習課題を「命助が、『人
間は ₃ 千年に一度咲くうどんげの花』と言った
のはなぜだろう。」と設定した。そして、三閉
伊一揆、三浦命助について学習していくことを
確認した。

⑵　 2 時間目「三閉伊一揆とは、どのような一揆
だったのだろうか」 

　前掲の『お話歴史風土記』岩手県編所収の「小
○の旗はすすむ」を使って、三閉伊一揆の概要
について調べた。 2 回の一揆について、「いつ」、
「どこで」、「どのような人々が、何人くらいの
人々が」、「何をしたか―何の要求を―」、「なぜ

資料１「生徒が解読に挑戦した
　　　『獄中記』の一節」

写真 ２　「古文書の解読に挑戦している様子」

写真 ３「三閉伊一揆について調べ、
発表している様子」
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一揆を起こしたのか」、「結果、どうなったのか」
等について調べた。 ₁ 時間の予定で考えていた
が、2 回起きた三閉伊一揆について調べるのに、
予想以上に時間がかかり、 2 時間を要した。調
べて分かったことを代表班が発表した。その際、
一揆勢の動きや一揆に関係のある地域を、地図
上で確認しながら一揆の概要を学習した。三閉
伊一揆の大きさや原因となった南部藩の対応に
ついて大きな驚きとともに、中には憤りを感じ
ていた生徒もいた。

⑶　 ₃ 時間目「三閉伊一揆が起きた当時の社会の
様子を調べよう」
　「三閉伊一揆」が起きた時の「三閉伊地方の
人々の暮らしの様子」「南部藩の政治」「当時の
日本の状況」について、前掲の「お話歴史風土
記」「図説岩手県の歴史」「社会科副読本」等を
使って班ごとに調べた。限られた時間であった
ので、班ごとに割り当てられたテーマを中心に
調べ、それを全体で発表し交流した。

　三閉伊地方の人々の暮らしの様子としては、
「平地が少なく、あまり米が取れなかったこと」、
「鉱山や鉄作りをはじめ新たな産業に力を入れ
ていたこと」、「塩づくり、イワシ漁などが行わ
れていたこと」、「物を運ぶ牛方や馬方など流通
がさかえていたこと」、「港町では、江戸や大阪
への船でにぎわっていたこと」などが発表され
た。また、南部藩の政治では、「藩財政が窮乏
であったこと」、「蝦夷地の警衛を行っていたこ
と」、「幕府の命で、大河川や日光の修理を行っ
ていたこと」、「凶作が打ち続いていたこと」な
どが発表された。日本の様子では、「天保の改
革が行われていたこと」、「ペリーが日本に開国
を求め浦賀にやってきたこと」などが発表され
た。

⑷　 ₄ 時間目「三浦命助の年譜から調べよう。」
　三浦命助の年譜（前掲の深谷克己『南部百姓
命助の生涯』から作成したもの）を活用して、
学習を進めた。分らない言葉については辞書で

〇　初めて三閉伊一揆のことを知りました。当時の南部藩に対しての百姓たちの怒りや仙台藩に変わりたい
という気持ちも、他の一揆とは違いとても興味深いものでした。三浦命助という人物が栗林出身だったと
は、本当にびっくりしました。近くの地域から立派な人がいたとは、うれしかったです。

〇　自分たちの住んでいる町で、昔、三閉伊一揆という一揆が起きたことを初めて知りました。三閉伊一揆
で自分たちの暮らしをよくするために命がけで、藩と戦って勝ったということを聞いて、そこまで苦しい
生活をしていたんだと思いました。この学習を通じて、釜石の地域についていろいろ知ることができまし
た。

〇　自分たちの住む地域でこんな一揆が起こっていたのかとびっくりした。栗林村に三浦命助というのも初
めて分ったし、しかもこの人がこの一揆の中心となって行っていたということも初めて分ってよかった。
これからも地域のことを詳しく調べていきたと思った。

〇　今まで自分たちの地域は、そこまで歴史に関係ないんだと思っていました。けど、自分たちが住んでい
る地域でこんな大きな一揆が起きているなんてぜんぜん知りませんでした。三浦命助とかすごく有名な人
でびっくりしました。三閉伊一揆を起こした人たちはねばり強いなあと思いました。これからもまだまだ
三閉伊一揆、三浦命助のことは知らないことばかりなので、たくさん調べて色々分っていけたらいいです。　

〇　教科書に載るような大きな一揆が岩手県でおきたこと、そして、住んでいる近くに三浦命助という一揆
に大きく関わった人がいて、とても驚きました。１回目の一揆では失敗してしまったのに、２回目も立ち
上がって、しかも、仙台藩に行くのはとてもすごい思いつきだと思いました。でも、そのおかげで農民の
ねがいはほとんどすべて聞き入られたので、とても大きな一揆だったんだなと分りました。命助の人生は
とてもハードな人生だと思いました。でも不思議な行動をとったりしていて、なぜなんだろうと疑問がい
くつも浮かんできたので、今度調べてみたいと思いました。

資料 ２　「生徒の感想」
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調べ、場合によっては教師の方で解説しながら
読み進めた。読み進める中で、命助という人物
像について、命助の暮らしについて、命助の行
動についてなど、疑問点や調べてみたいことを
あげさせた。素朴な命助の人物像や、命助の様々
な行動、牢中の生活等について、多くの疑問点
が出された。自分たちでも想像し考えていたが、
生徒たちにとって理解できない行動が多々あっ
た。分らない部分については、三浦命助の子孫
の方に来ていただいた時に質問し、解決したい
と意欲を高めていた。

⑸　これまで学習しての感想
　資料 2 は、 ₄ 時間目終了段階（社会科におけ
る「三閉伊一揆」に関わる学習）における感想
の一部である。これまでの学習を通して、自分
たちの地域において「三閉伊一揆」が起きたこ
と、この一揆の頭人の一人が地域の出身者で
あったことに対して、強いインパクトを受けて
いることが分かる。そして、地域の歴史への関
心を高め、さらに一揆や三浦命助という人物に
ついて調べていきたいという課題意識が高まっ
ていきていることが分かる。

⑹　 ₅ 時間目「『獄中記』を読み、質問事項を考
える。」
　国語科の授業において、「『獄中記』には、ど
んなことが書いているのかを読み取り、三浦命
助の考え方をとらえよう」という課題を設定
し、学習を行った。「獄中記」の一部を取り上げ、
現代語訳にして生徒に資料提示した。三浦命助

の考え方や家族への思いの伝わる部分を取り上
げた。具体的には、自分の死後の商売の仕方な
ど家族がどのように暮らしを立てていけばよい
かについて書かれている内容や、命助の牢中で
の生活の様子がわかる内容、三浦命助が牢中に
一揆を起こしたことに対してどのように思って
いたかを推察できる内容である。
　例えば、「一つ、むかしのことを述べます。
日本一の大阪城も落城になった。藤原秀衡の館
も野山のようになった。ゆうまでもなく、私の
ようなものは恥じることではない。悔やむこと
もない」、「私は、善人にもなり貴人にもなり、
いろいろ変化した」との記述について、三浦命
助はどのような思いや考えからこのようなこと
を書いたのかみんなで話し合った。このとき、
牢に投獄されても自分の行動に悔いはないと記
している三浦命助に対して、本当に「悔い」は
無かったのだろうかと考えた生徒もいた。その
生徒は、子孫の方を招いた学習会でそのことを
質問している。
　現代語訳をもとに読み込み、質問等を考えた。
「獄中記」から、家族のことを大切に思ってい
ること、自分のやった行動に対する思い、命助
の人間を尊重する考え方について学習すること
ができた。

⑺　 ₆ ・ ₇ 時間目　「三浦命助の子孫の方　三浦
克俊さんに質問しよう」（2010年 2 月26日）
　2010年 2 月26日に、三浦命助の本家の子孫に
あたる方で、本校のОＢでもある三浦克俊さん

写真 ４「子孫の方を招いての講演会・学習会の様子」
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を講師に招き、三浦命助についての講演と、生
徒たちの質問ついて答えてもらう学習会を行っ
た。
　最初に、三浦克俊さんから三浦命助の生い立
ち、三閉伊一揆への参加、出奔、入牢、獄死ま
での経緯についての講演があった。その後、生
徒たちが事前に考えていたおよそ60の事項につ
いて、三浦克俊さんに質問した。その際、生徒
たちの質問事項を、「人物像、当時の暮らしに
ついて」、「命助の行動について」、「命助の獄中
の生活について」の ₃ つのテーマに整理して、
テーマごとに質問し学習した。質問例として、
「人物像、当時の暮らしについて」では、「命
助はどんな性格であったか」、「なぜ、『四書五経』
を学んだのか」、「命助は、一揆が始まる前、ど
のような生活をしていたのか」、「どうして秋田
の院内銀山まで出稼ぎに行ったのか」などを質
問した。「命助の行動について」では、「命助は、
分家の家なのにどうして三閉伊一揆に参加した
のか」、「村の騒動になぜ巻き込まれたのか」、「な
ぜ仙台領で住職となったのか」、「なぜ、五摂家
や二条家の家来にしてほしいと願い出たのか」、
「なぜ、南部藩に戻ってきたのか（死を覚悟し
てまでも）」などを質問した。「命助の獄中の生
活について」では、「なぜ、食事をごはんと大
根おろしだけにしたのか」、「なぜ、家族にあて
た三冊の帳面を書いたのか」、「命助の書いたも
のは、家族に送ったのか、送ることができたの

か」などを質問した。三浦さんは、生徒たちの
質問一つ一つに丁寧に答えてくれた。
　事前に準備していた質問についてのやり取り
が終わったあと、さらに生徒たちが質問した。
ある生徒は、「命助は『獄中記』の中で後悔し
なかったと言っているが、本当に後悔しなかっ
たのだろうか」と質問した。三浦克俊さんは、
私見だがと断った上で、「命助は、一揆に参加
したことは後悔していないと思うが、脱走した
ことは間違っていたと思ったのではないか。家
族に対しては後悔していたのではないかと思
う」と答えた。また、ある生徒は「一揆に自分
の命をかけてまで参加したのはどうしてか」と
質問した。三浦克俊さんは、「当時、凶作や飢
饉があいつでいた。生活が厳しかった。一揆を
しなければ生活ができない状況だった」と答え
た。
　その後、三浦家に伝わる「獄中記」をはじめ、
命助が記した日記、札の版木、命助が南部藩領
に入ってきた時着ていた神職の衣装などを見せ
ていただいた（写真 ₅ 参照）。生徒たちは、三
浦命助に関わる資料の実物を間近にみることで、
地域の歴史を身近に感じることができていた。

⑻　 ₈ ・ ₉ 時間目「三浦命助と三閉伊一揆をまと
めよう」
　国語科の授業において、これまで学習してき
たことを作文としてまとめた。まとめ方として、
次のような指導を行った。

写真 ５「三浦家に伝わる古文書や命助が着用した衣装の展示の様子」
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　生徒たちは、自分の書きたい内容のテーマを
設定し、下書きの段階で国語科の先生から書き
方のアドバイスを受けながらまとめていった。
書くことが苦手な生徒も多く、そのような生徒
のためにも、友達が考えていることの交流も行
いながら各自まとめた。　

第 4章　生徒たちが考えたこと

1 　授業後のアンケート結果

　本授業後にアンケートを実施した。集計結果は、
資料 ₃ のとおりである。結果をみると、全体的に
肯定的な意見が多かった。特に、 ₃ や ₄ の質問項
目については、肯定的な回答の中でも「よくでき
た」という生徒が ₆ 割に達している。多くの生徒
が、三浦命助の生き方・考え方や、子孫の方を招
いての講演会・学習会においてたくさん学ぶこと

ができたと感じていた。自由記述でも、これまで
ほとんど知らなかった三閉伊一揆を詳しく知るこ
とができたこと、地域の歴史に対して興味・関心
を持ったこと、三浦命助の生き方や考え方に共感
したこと、疑問点などを解決できたこと、地域に
対する愛着や誇りが増したことなどが書かれてい
た。 ₄ の質問において、「できなかった」と回答
した生徒は、講演会・学習会に参加できなかった
生徒であった。自由記述の欄に、ぜひ参加したかっ
たと書かれていた。しかし、 ₁ と 2 の質問項目に
ついては、肯定的な意見の中でも「できた」とい
う生徒が ₆ 割であった。この結果から、地域の歴
史への興味・関心や三閉伊一揆が起きた時代の社
会状況の学習は、三浦命助の生き方・考え方の学
びに比べ十分ではなかったことが課題としてあげ
られる。
2 　生徒の作文から

　学習のまとめとして、先述のとおり国語科で指
導し各自でテーマ例を参考に作文を書いた。71名
分の作文が残されており、書かれている内容をみ
ると、71名中60名の生徒が、三浦命助の生き方・
考え方を中心テーマに書いた。三閉伊一揆と三浦
命助の生き方・考え方の 2 つを合わせて書いた生
徒が ₇ 名で、三閉伊一揆に関することを中心テー
マに書いた生徒が ₄ 名であった。ほとんどの生徒
が三浦命助の生き方や考え方について書いてい

₁ 、読み手を考えて書く。新聞を読んでいる人
を想定。

2 、何を書くのか「命助の考え方・生き方」「三
閉伊一揆」、「獄中記」、「身近な地域を学習
して」などのテーマ例を参考に自分の考え
たこと、学んだことを書く。

₃ 、分量は、800時字程度。
₄ 、どのように、説明を加えながら。

資料 ３　「授業後のアンケート結果」

［ア：とてもできた。イ：できた。ウ：あまりできなかった。エ：できなかった。］

質問項目 ア イ ウ エ 回答数

₁ この学習を通して、地域の歴史への興味関
心は高まったか。

23人
（32.4%）

46人
（64.8%）

2 人
（2.8%）

₀ 人
（0.0%） 71人

2
この学習を通して、当時の社会の様子や
人々の暮らしについて知ることができた
か。

27人
（38.6%）

43人
（61.4%）

₀ 人
（0.0%）

₀ 人
（0.0%） 70人

₃ この学習を通して、三浦命助の生き方や考
え方について学ぶことができたか。

46人
（63.9%）

25人
（34.7%）

₁ 人
（1.4%）

₀ 人
（0.0%） 72人

₄ 講演会では、たくさんのことを学習するこ
とができたか。

42人
（60.0%）

24人
（34.3%）

₁ 人
（1.4%）

₃ 人
（4.3%） 70人

₅ 学習のまとめでは、自分なりの考えを深め、
まとめることができたか。

23人
（31.9%）

45人
（62.5%）

₄ 人
（5.6%）

₀ 人
（0.0%） 72人
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る。₆ 人の生徒の作文を掲載（資料 ₄ 参照）したが、
ここにあるように、「村の人のために死を覚悟し
てまで一揆を起こした（行動に起こした）こと」、

「地域のためにリーダーとして活躍したこと」、「家
族への思いが強かったこと」、「人間、命を大事に
するという考えであったこと」、「こういった人物

が地域の出身であることを誇りに思うこと」、「地
域の歴史に興味・関心を高めたこと」などについ
て書かれていた。

A	 「三浦命助の生き方」
　僕は、身近な地域で起きた一揆である三閉伊一揆について学習しました。その中でも、リーダーである三
浦命助に重点的に取組みました。その中に命助の考え方、生き方の学習の中で感じたことがあります。
　まず、栄えているものはいつか衰える、だから何があっても恥じることはない、という考え方です。自分
のことを恥じたり悔やんだりすることはない、という考えにとても驚きました。今まで考えたこともなく、
でもとてもすばらしい考えだと思いました。命助も一揆のリーダーになるなど自分に恥じずに生きてきたの
だと思います。いろいろと生き方について考えることのできる部分でした。
　三浦命助が活躍した三閉伊一揆。この一揆は、₁ 回目と 2 回目があります。₁ 回目、₁ 万 2 千人のリーダー
であった弥五兵衛は殺され、一揆での約束は守られませんでした。リーダーが殺され、約束も破られたのに、
命助はなぜ 2 回目の一揆のリーダーになろうと思ったのでしょう。これが自分であれば、リーダーに参加
することすらできないと思います。しかし、自分が殺されるかもしれないのにもかかわらずリーダーになっ
た。これが命助のすごいところだと思います。自分の命と他の命、命助は他の命を優先しました。こんなに
勇気のある人だからこそ ₁ 万何千人もの人がついていこうとしたのだと思います。これは、現代のことで
も言えることだと思います。ただ、止まっているのでは助けてくれる人や協力者はあつまりません。何か行
動を起こすことで、たくさんの人と協力できるのだと思います。こんな命助の行動に感動しました。このよ
うな人に自分もなれたらいいなと思います。そして、一揆を勝利に導いた命助のように、何か行動を起こし、
成功へといけるような人間になりたいです。
　今回この三閉伊一揆と三浦命助を学習して、身近にこんなすごい人が分り、身近な地域に興味を持てるよ
うになりました。また、今回学習して感じたことも大切にしていきたいです。

B	 「三浦命助について」
　僕達は、三閉伊一揆で活躍した栗林村の三浦命助という人物について学習しました。
　僕は、三浦命助という人物を知りませんでした。でも、この人物が栗林村の出身で、三閉伊一揆のリーダー
だと知ってすごく興味を持ちました。
　命助は、牢屋の中でこのような言葉を残しています。
　「人間と田畑を比べれば、人間は三千年に一度咲くうどんげなり」
　これは、人間よりも田畑のほうが大事という考え方は間違っているという意味です。
　僕は、命助がこの言葉を言ったのは、当時人は大事にされていなかったからだと思います。口減らしなど
があったし、三閉伊一揆が起きたのも、南部藩が無理な御用金を増やしたりして農民に負担をかけさせたか
ら、つまり、人を大事にしていないということだと思います。僕も命助と同じ考えです。田畑は人間のため
にあるもので、人間がいなければ田畑も必要ないと思います。
　つまり、人間はとても貴重、大切なものなんだということです。そのことを改めて感じました。
　命助は、自分の命より家族や他の人たちの命を大切にする人だったんだと思います。家族や他の人のため
に命をかけることができるなんてすごいと思います。僕も命助みたいな勇気のある人になりたいと思います。

資料 4　「生徒の作文」
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　命助は、家族にたくさんの手紙を書いていましたが、大福帳を仕上げたあと筆を絶ちました。なぜ、絶っ
たのでしょうか。筆を絶った ₁ 年後に牢死したからそう思いました。
　僕は、三閉伊一揆で活躍した三浦命助が、もっと有名になるように、命助のことをもっと理解し、後世に
伝えていきたいです。

C	 「三浦命助の生き方を学んで」
　僕達は、三浦命助という自分たちに身近な人物について学習しました。
　三浦命助は、栗林という地域出身の百姓で、三閉伊一揆のリーダーとして活躍した人物でした。
　一揆を起こすというのは、本当に勇気のいることですが、命助は村や家族のために命をかけたというのは、
本当に偉大な人物だと思いました。僕なら絶対に無理だと思います。村や家族のためと思ってもやはり、命
をかけるのは中途半端な覚悟ではできないからです。命助は自分の命より、村や家族を大切にしていたとい
うことに感動しました。
　一揆が終わり、その後命助は事件に巻き込まれ逃亡しましたが、何年かたち戻ってきた時つかまってしま
いました。牢屋の中で命助が書いた「獄中記」というものがあります。それには、家族あてにいろいろな事
が書いてありました。
　読んでみると命助は牢屋の中に入っても家族を思っていることが分りました。きっと逃亡していても家族
のことを思っていたに違いありません。だからわざわざ危険をおかしてまで戻ってきたんだと思います。家
族を思うやさしい人物だったんだなと思いました。
　この「獄中記」には、命助が残した有名な言葉で、「人間は、三千年に一度咲くうどんげなり。」という言
葉があります。当時の世の中では、人間よりも田畑のほうが大事で、生活のために人を殺したり、売ったり
するのが普通という考え方の中で命助はこの言葉を残しました。きっとこの考えがあったからこそ命助は一
揆で立ち上がり、大切な家族やみんなのために命をかけることができたんだと思います。
　現在、この考えは普通になっています。僕も同じ考えです。でも、命助のくらい人間を大切に考えている
人は現在でも多くはいないと思います。命助のような人が今にもっと増えていけばいいなと思いまました。
　僕がこの学習を通して学んだことは人のために行動をおこす勇気です。この命助の考えに僕は感動しまし
た。僕も、命をかけるまでいかなくても、人のためになら何かできるような人間に少しづつなっていきたい
です。

D	 「命助の心に咲いたうどげんの花」
　「人間と田畑を比べれば、人間は三千年に一度咲く「うどん花」である。」
　栗林村に生まれた命助は、牢屋の中で帳面にこのことを書き残しました。私は、この言葉はとても意味が
深いと思います。なぜなら、この時代の人たちは田畑が何よりも大切なのに命助はそれを曲げて人間が最も
大切だと書いてあるからです。命助以外に同じことを考えている人はいないと思います。
　当時の三閉伊地方の人たちは、南部藩に重い税金をとられて苦しんでいました。そこで、百姓たちが 2
回にかけて一揆を起こしました。その 2 回目のリーダーが命助です。命助は、自分の家族、三閉伊地方の
百姓たちを南部藩から助けようと死を覚悟して一揆に参加し、南部藩に立ち向かったのです。死を覚悟する
ということは、死んでもよいということ。私だったら、一揆に参加することはできそうにありません。しか
し、私は命をかけてみんなを助ける命助を尊敬し、命助のような人を思う強い心がうらやましいです。それ
と、一揆に参加した他の人たちはどう思ったのでしょうか。私は、死の覚悟もあると思うけど心の片隅に生
きて帰りたいと思ったと思います。命助もそんな思いがあったのかなと思います。
　一揆に勝ち無事に帰ることができました。しかし、命助の運命は変わりました。村の騒動に巻き込まれて
仙台藩へ脱走してしまいました。命助はなぜ脱走したのでしょうか。家族のためを思ってでしょうか。たぶ
ん命助は脱走する時、家族と離れる悲しさや辛さがあったと思います。私は、家族と離れることはできません。
　命助が二条家の家来になり南部藩へ帰ってきました。それも、死の覚悟で毒を持ちながら。そして、1857
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年の ₇ 月、平田番所に見つかり、盛岡へ送られました。
　牢屋の中で命助は家族に三つの帳面を送りました。その中には商売のこと。これからの生活などが書いて
ありました。命助は家族に豊かな暮らしをしてほしいと思って書いたんだと思います。そして、最後命助は
後悔することもなく亡くなりました。命助は、「人間は三千年に一度咲くうどん花」と言ったのは、人間が
いなければ何も始まらないという意味だったんだと思います。

E	 「獄中記を学習して」　
　僕は考え方生き方を学習してきました。命助という人は、三閉伊一揆をおこし、平田番所でつかまり牢屋
で獄中記などを書き牢死してしまった人です。命助が牢屋で書いた帳面に家族に向けて書いたものがあって、
それには家族に豊かに暮らしてほしい、幸せになってほしいということが書いてあって僕は命助という人は、
とても家族のことを大切に思っている人だということが分りました。でも国語で習ったうちの帳面には後悔
はしていないという考え方が書いてあって、僕は家族のことを大切に思っているのなら後悔はしているか疑
問に思いました。それは社会の授業で三浦命助の子孫の方が来てくれてそれを質問したところ、命助の子孫
の方は一揆としては後悔はしていなかったけど、脱走したことは後悔していたと思うと言われて僕の考えで
は家族のことを思うとやっぱり後悔はしていると思ったが、一揆をおこし願いを受け入れてもらったのは後
悔していないと思いました。
　命助の書いた「獄中記」のなかに「人間と田畑を比べれば人間は三千年に一度咲く『うどん花』である。」
と書いてあって僕は今の時代でいえば当たり前のことを書いていると思ったけど、昔の人から考えれば珍し
くてすごい考えを持っていた人だと思いました。だからこそ三閉伊一揆に参加した村の人々もついていった
と思うし、参加した人数もどんどん増えていったんだと思いました。そんな人が僕たちの地域にいた人だと
思うとすごく感動しました。命助は百姓のみんなを救うために、三閉伊一揆をおこし、自分にくいのない行
動をしていました。僕はこの学習を通して命助みたいな心を持っている人が少しでもいいから増えたらいい
なと思いました。

F	 「三浦命助を学習して」
　皆さんは、「三浦命助」という人物を知っているだろうか。この人物は、岩手県沿岸部で起きた「三閉伊一揆」
という一揆の頭領の一人である。一揆を成功させたのは、この人と言ってもいいだろう。そのくらいすごい
人物だと僕は思っている。
　まず、命助の考え方・生き方にふれてみたいと思う。そこからも命助のすごさが分かる。前にも書いたと
おり、命助は「三閉伊一揆」に参加している。 ₁ 回目の一揆で南部藩が約束をやぶり、頭領の弥五兵衛が
殺された。それもかかわらず、命助は、一揆の頭領の一人として参加したのだ。それほど百姓は苦しかった
のだろう。死ぬ覚悟で参加したに違いない。命助は、百姓を守るために一揆に参加した。そういうところか
らも、命助のすごさが分かる。
　さらに、命助は、「人間は、三千年に一度咲くうどんげ花なり」と考えている。逆に「田畑は、石、川原
のようなものである」とも考えている。この時代、百姓にとって、田畑は大切なものであった。人を売った
りして、田畑は大切にし、生活していた。そういう時代に、命助は、田畑より、人間が大切だと考えたのだ。
今では、普通だと思うかもしれないが、命助の時代ではありえないことだ。
　僕は、この命助が、もし大名や将軍であったら、民は幸せに生活できたであろうと思う。僕は、このよう
な人がこの釜石にいてくれて、とてもうれしく思う。僕は、命助は、全国の百姓の一番といいたい。
　僕は、命助の考え方・生き方を参考にして、これからは歩んでいき、命助のような人物にもなりたいと思っ
た。
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第 5章　実践を振り返って

　2010年 ₈ 月に、本実践をレポートとしてまとめ
報告した8。その報告において、成果として、身
近な地域の歴史への関心を高めたこと、身近な歴
史を通して当時の社会を学習することができたこ
と、「獄中記」の資料を活用しながら疑問点を追
究する学習を行うことができたことなどをあげ
た。課題として、三浦命助個人への印象が強くな
り、三閉伊一揆の歴史的意義や民衆の力の大きさ
などの学習が不十分になってしまったことをあげ
た。生徒が書いた作文のテーマに明らかによう
に、三浦命助の生き方や考え方への学習に偏った
ため、歴史学習として、一揆そのものの歴史的意
義や当時の社会状況についての理解を深めること
が不十分だったと反省した。
　さて、本稿をまとめるにあたり、改めて当時の
実践を振り返るとともに、先述の作文を読み直し
た。そして、本実践の意義について改めて考えた。
第一は、この学習を通して、生徒たちは、当時の
社会において三浦命助がいかに生きたのかを、今
（当時）の自分の姿と重ねながら考えていたこと
である。命をかけてまで家族や地域の人々のため
に生きる姿、家族への強い思いに感動し、時には
後悔したのではないかという思いに心を馳せてい
た。つまり、「生きる」ということはどういうこ
となのかを考えるきっかけになったのではない
か。地域の歴史の学習を通して、「命」や「どう
生きるか」「どのように時代を、社会を生きてい
くか」、そういったことを考えるきっかけになっ
たのではないかと思う。
　第二は、地域の歴史について、単に「お国自慢」
という側面で学ぶのではなく、史料や時代背景を
押さえながら、社会科における歴史学習として学
んだ点である。この実践が、地域の新聞紙で紹介
された。それを知った地域の方から、「よく取り
上げてくれた。地域では、命助が罪人ということ
もあり、肩身の狭い部分もあった」という内容の
ことを話された。「お国自慢」とは逆に、未だ、
地域ではこのような意識がある中で、生徒たちに

は歴史を偏ることなくきちんと評価できるような
力を身に付けてほしいと願っていた。生徒たちは
「獄中記」という史料や様々な書籍等から三閉伊
一揆を調べ、疑問点を追究していった。このよう
に自分たちで地域の歴史を学び、自分の考えで評
価していくというプロセスを学習する機会になっ
たのではないかと思う。地域でこのような一揆が
起きたこと、三浦命助を輩出した地域であること
を誇りに思うと書いている生徒がいたが、それは、
一連の学習を終えて感じたことである。地域の歴
史をどのように学び、歴史的な意味や意義を理解
し、評価していくのか。このプロセスを経験する
ことができただけでも実践の意義があったのでは
ないかと思う。
　第三は、第 2 章で述べたように、本実践が震災
を生きぬいた彼ら彼女らへの影響についてであ
る。このことについての示唆を得るため、当時の
生徒に聞き取りを行った。協力をお願いしたのは、
子孫筋の三浦克俊さんを招いての講演会の際に、
「一揆に自分の命をかけてまで参加したのはどう
してか」という質問した生徒である。当時の学習
から、およそ ₇ 年半が過ぎているが、何か覚えて
いることはあるかと尋ねた。その元生徒は、「三
閉伊一揆を学習したことは覚えているが、内容に
ついては覚えていない。小学校の学習発表会でみ
た劇と区別がつかない。しかし、講演会で重要な
ことを聞いたことは覚えている。一揆を起こせば
命に関わることなのに、なぜ、命助は自分の命を
かけてまで一揆を起こしたのか。当時は、自分の
命を訴えるだけで、死罪だというのに、どうして
命をかけたのか疑問だった。戦った上で命を落と
すならわかるが、訴えるという行為で命を落とす。
自分ならできるだろうかと思った」と話した。そ
して、改めて当時書いた作文（資料 ₄ のⒻの作文）
を読んで、どのように思うか尋ねた。その元生徒
は、「命助は、すごいと評価している。 ₁ 回目の
一揆で約束が破られていて、次、成功するかどう
か分からないところで、一揆に関わったすごさが
ある。地域の歴史を知ることができる。その人が
当時どういう考えで、大きなことをしたのか、い
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ろんな考え方を知れて、だったら自分はどうする
かということを考えるきっかけになった」と話し
た。
　この元生徒は、学習したことはよく覚えていな
いと話しつつも、講演会で質問したことや、当時
自分なりに考えたことをある意味鮮明に覚えてい
た。この元生徒の聞き取りから明らかになったこ
とは、まさに前述した本実践の意義の 2 点を裏付
けることになるのではないかと思う。
　聞き取りの最後に、東日本大震災を経験して、
このような学習を行うことについてどう思うかを
尋ねた。この元生徒は、「震災で思ったのは、命
はこんな簡単に消えてしまう。おばちゃん子で、
普通に生活していて、会えなくなってしまった。
状況は違うが、命助の時代も次の状況では会えな
いかもしれない。そうなっているかも知れない。
そうならないために行動を起こせた。命助は、人
の大切さを分かっていたのではなか」と話した。
彼のこの言葉は、震災での想像を絶する体験や思
いがあったからこそ出てきた言葉ではないかと思
う。
　彼ら彼女らが学習した場は、東日本大震災で壊
滅的な被害を受け、現在もなお復旧・復興に向け
て、町づくりが行われている。故郷に残っている
者もいるが、故郷を離れている者も多くいる。震
災や復興について直接的に関わる内容の学習では
ないが、こういった学習が彼ら彼女らの何がしか
の力になっていてくれればと思う。本実践を振り
返り、私たち教師は、子どもたちが、これから何
が起きるか分からない社会、時代を生き抜いてい
くために、少しでも足しになる学びをつくってい
かなければならないと再認識する機会となった。

第 6章　おわりに

　以下、ここに詳細に記された、「三閉伊一揆・
三浦命助」の学習、教育実践の特質を、諸側面か
ら考えてみたい。
　第一に、三閉伊一揆と三浦命助に内在する、地

域の学習財としての魅力、それらに迫る学びの魅
力を見出し、生徒にそれらとの出会いの機会を構
想した森本が、教師としての明確な教材観を持ち
ながら学習の道筋を見通しつつ、そのテーマ学習
を、国語科と社会科とを連動させて展開すること
を実現させ、多角的な学習活動を保障している点
が、この ₉ 時間の連続的学習指導の特徴の一つで
あるといえる。古文書解読に始まり、諸文献から
の一揆の概要と社会的背景の調べ学習、命助の年
譜からその生き方を読みとるほか、国語科での「獄
中記」の読み取り、ゲストティーチャーの三浦克
俊さんの講演と、質問をすることを経験する。そ
して最後の作文での表現。事実を自分で掴み取り、
考える経験を、多角的に、豊かに組織してゆく手
立てをとっている。それらは、森本自身が三閉伊
一揆と三浦命助への魅力を感じながら、「地域に
学ぶ」ことの教育的価値を明瞭に意識していたこ
とに、支えられていたのではないか。それが、実
際に指導計画のアイディア、多角的な学習活動の
具体化を実現させていた要因のように思われる。
加えて、三浦克俊さんとのつながりを通して地域
（のモノ・人）と出会う回路を開きながら、学び
を地域に開き、地域とつないでいるところにも、
地域に題材を求め、地域を歩き地域に学ぶことを
自ら地で行っていた社会科教師・森本ならではの
見通しが生きているように思われる。そこには、
これから後の、一連の論稿で示されるであろう、
森本の前任校・釜石第二中学校での2003年頃以降
の、地域学習実践への取り組みの、経験の蓄積が
あったことが、その質を左右していたと推察され
る。（その詳細は、次稿以降に報告される予定で
ある。）
　第二に、ここに記されている授業実践は、この
釜石東中の生徒にとっては、地元・釜石の、栗林
村に生まれた育った三浦命助の生涯、その郷里の
人物とともに、「ペリー来航」と同年・嘉永 ₆ 年
の ₅ 月に起こった三閉伊一揆の歴史を学ぶ、いわ
ば「地域史」学習でもあった。単なる「お国自慢」
の偏狭な「先人」学習ではなく、地域から（日本
史・通史に連なる）歴史を学ぶことの意義と価値



15三閉伊一揆の頭人・三浦命助の生き方・考え方を学ぶ

が、この実践記録の中に示されているといえる。
　他方、もとより、社会科という教科のなかで（今
実践では国語科とも合同して）、歴史学習という
局面において、三閉伊一揆の歴史を学ぶことの意
義は、どういった点にあると考えていけばよいか。
上記記録の中で、森本が教材化の過程で示唆を受
けたと述べている、北舘賢氏（元小学校教師、元
岩手県歴教協副会長）は、1983年、『南部百姓命
助の生涯―幕末一揆と民衆世界―』を著した深谷
克己（当時、早稲田大学教授）の三閉伊一揆の分
析について、その概略・要点を次のように押さえ
ながら、三閉伊一揆の授業を展開していた。

「三閉伊一揆がいわゆる百姓＝農民によって
になわれた闘いではなく、さまざまな生業に
たずさわる諸業の民が、それぞれの要求をも
ちよって結集した闘いであったこと、そのた
め、当時この地域の民衆生活の中につちかわ
れていたさまざまな力量や資質が闘いの勝利
のために効力を発揮したこと、殊に一揆指導
者達は、活力にあふれた生産活動・流通活動
に従事したものが多く、そうした活動を通し
て身につけた広い視野や高い見識をもち、支
配権力への徹底した不信感と、一人一人の仲
間の生命や生活を何よりも大切にする高い人
間観をもっていたこと、さらにそれは一揆に
参加した多くの人々に共通な意識や思想でも
あった。あの壮大な闘いを可能にした最大の
要因が地域住民の日常的な、生産流通生活の
中にもりあがった旺盛な活力であり、その上
にはぐくまれた自立の意識と自治の能力があ
の一揆を成功に導いた。」9

　三閉伊一揆・三浦命助という学習内容に内在す
る価値のひとつは、地域にあって、活力ある「諸
業の民」の、「広い視野や高い見識」に裏打ちさ
れた要求を掲げた、高度な政治的意図を持った集
団行動そのものであり、その足場にあったとされ
る、「生産流通生活の中にもりあがった旺盛な活
力」の上に育まれた「自立の意識と自治の能力」
を、地域の歴史の中に見出し、それを学び得る点
であるといえまいか。森本が着目し、その調査・

探求から教材化していった、三閉伊一揆という、
特に「一人一人の仲間の生命や生活を何よりも大
切にする高い人間観」をもった集団行動と、三浦
命助という人物の生き方・考え方の、その学習内
容としての値打ちは、一つは、それが現実に「い
ま」を生きる私たちに語りかけ、訴えかける、「問
いかけ」が内在しているというところに、あるの
ではないか。
　関連して第三に、本稿の主題である、「三閉伊
一揆の頭人・三浦命助の生き方・考え方を学ぶ」
という面から、学びの内実を考えてみたい。一揆
と命助のことを調べてゆく中で浮き上がってきた
問いが大切にされてゆくなかで、投獄されても悔
いはないと記している命助に対して、ほんとうに
悔いはなかったのか、などを問いながら、命助の
「人間を尊重する考え方」を学んだ生徒たち。そ
して感想文や作文では、命助の生き方や考え方に
迫ることを通して、自分やいまの社会・政治、そ
して「生きるとはどういうことか」を問い返す視
点を深めており、その問い返しや自分への問いか
けというかたちで、学習のなかで考えたことが、
表現されている。かくして、命助の生き方や考え
方そのものを、学びの中身の中心の一つに据える
こと、その意義を明確に見通し、それを保障して
いた森本の視座と、働きかけがあったことが、地
域に生きた同郷の命助の生き方を、今の社会や、
自分の（これからの）生き方にひきつけてとらえ
るという、学びの内実を生むことになっていたの
ではないかと思われる。
　最後に、3.11震災後、この実践の意義をどう考
えればよいか、という点について、立ち入って考
えてみたい。すなわち、後時代的な観点から見て、
震災・津波被災の中で、命を守ることとのかかわ
りで（あるいは、「人間を尊重する考え方」と、
津波防災とのかかわり）、いわば本実践の歴史的
意味・意義は、どういったところに認められ得る
か、という問題である。「震災を生き抜いた子ど
もたち」に、この学びが残し得たものがあると見
出すことができるとするならば、それは何か。
　森本は、本稿の第 2 章で、「本報告の目的」を
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述べる中で、「この学習に取り組んだ生徒たち」は、
津波防災についての学習を経験した、「東日本大
震災を生き抜いた生徒たち」であり、彼ら彼女ら
（特に、その「故郷への思いや生き方など」に）、
この「三閉伊一揆」や「三浦命助」の学習が「何
らかの影響を与えているのではないかということ
を検討していく」時の資料として、この報告を記
しているのだと述べている。そして第 ₅ 章では、
自らの実践を振り返って、「彼ら彼女らが学習し
た場は、東日本大震災で壊滅的な被害を受け、現
在もなお復旧・復興に向けて、町づくりが行われ
ている。……震災や復興について直接的に関わる
学習ではないが、こういった学習が彼ら彼女らの
何がしかの力になっていてくれればと思う。」と、
その願いを記していた。
　では、その与えたであろう影響とは、そして学
習そのものの持つ（この学びが、生徒に対して、
持っていたであろうと考えられる）「何がしかの
力」とは、どういったものであったといえるだろ
うか。震災から約 ₁ 年前、生徒たちが学び考えた、
「人間は ₃ 千年に一度咲くうどんげの花」という
命助の「生命尊重」の思想や、生き方の、（その
後の）生徒たちにとっての意味、その生徒たちの
中に「残った」（と考えられる）ものとは何だろ
うか。
　これはあくまでも筆者（土屋）の仮説である
が、上記の、三閉伊一揆の土台にあったとされる
「一人一人の仲間の生命や生活を何よりも大切に
する高い人間観」という点にかかわって、例えば、
「防災」というものの本質を、災害の被害を最小
限に抑え生存と安全を実現すること、すなわち人
間の命を守り大切にするというところ（意識・行
為）に見出すとするならば、2009年度にこの生徒
たちが、「 ₃ 千年に一度咲くうどんげの花」とし
て人間をとらえる思想を持った命助を学んだこと
が、津波という災を避け（津波から逃げ）、命を
守り大切にする、（のちの）防災意識・防災行動
に、つながるものがあったのかもしれない、とい
う推察である。命助の思想と行動の内実に、避難・
津波防災にかかわる思想と行動に連なる何かがあ

り、それが生徒の行動に、無意識的にも、（いわ
ば細い一筋の糸のように）つながっているものが
あったのではないかということ、そこに一つは「与
えた影響」の一側面を、推察すことはできないで
あろうか。
　上の森本の記録の中に、ある生徒が「一揆に自
分の命をかけてまで参加したのはどうしてか」と
質問していた場面があった。第 ₅ 章にある、森本
がインタビューをした元教え子とは、実はこの質
問をした生徒であった。当時この質問に、三浦克
俊さんは、一揆は厳しい生活のなかでの、民衆の
生存を賭けた闘いであったから、と答えていた。
　この元教え子は、森本のインタビューに、当時
学んだ内容は覚えていない、と述べながらも、こ
う答えている。講演を聴いて、命助が「どうして
命をかけたのか疑問だった。……自分ならできる
だろうかと思った」。「震災で思ったのは、命はこ
んな簡単に消えてしまう。……（おばあちゃんに）
会えなくなってしまった。状況は違うが、命助の
時代も次の状況では会えないかもしれない。そう
なっているかも知れない。そうならないために行
動を起こせた」。祖母の命を津波で失った喪失感・
後悔の念とともに、もしかしたら自分に（もっと）
何かができたのではないか、という感覚を抱いて
いるようにも窺われる。元教え子の、「命助は、
人の大切さを分かっていたのではないか」という
指摘は、皆の生命・生存を守るために行動を起こ
した命助を、あらためてとらえかえしている発言
とも受け取れる。ここに、「人間は ₃ 千年に一度
咲くうどんげの花」という思想、そして命助の生
き方を、震災後の津波被災で奪われ、失われた人
間（彼の場合は「おばあちゃん」）の命とを重ね
てとらえ、命助を通して自分を見ている、という
側面があるとも、推察することができないだろう
か。
　「どうして命をかけたのか」。（単なる自己犠牲
という意ではなく）皆の命を守るために、命をか
けてまで一揆に参加する命助に心を寄せるこの問
いは、ある意味では（震災後のいま、考えてみる
と）、津波の危険性が指摘されていたこの地域で
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の、津波の被害を免れるべく逃げること、津波防
災という取り組みへの参加そのものが、命にかか
わることであり、他者の命を助け、救うこと（共
助）、互いの命を助けあう（互いに助かる）防災
行動への問い返しの芽（契機）のようなものとし
て、命助の学びが、生徒（たち）のなかに、なに
かのかたちで（剥落せずに、いわば血肉として）
「残っていた」のではないか、という仮説も成り
立ち得る。
　あわせて、森本・土屋の前稿の記録に記してい
た通り、2009年度以前に同校でこの生徒たちが、
防災教育実践のなかで、「地域の一員」としてど
う生きていくか、「助けられる人から助ける人へ」、
「みんなで助からなければ」（みんなで助かる）、
ということを学んできたことも10、この実践にあ
る命助の生き方と、何かしら通じるものがあると
もとらえる（とらえかえす）こともできよう。
　本実践の、生徒の作文のなかに、「ただ、止まっ
ているのでは助けてくれる人や協力者はあつまり
ません。何か行動を起こすことで、たくさんの人
と協力できるのだと思います。」（資料 ₄ のⒶの作
文）という記述がある。こうして「震災を生き抜
いた子どもたち」ということを頭に置きながら、
生徒たちが作文に綴った幾つかの見解をつなげて
みると、見えてくるものはないだろうか。「『人間
と田畑を比べれば、人間は三千年に一度咲くうど
んげなり』これは、人間よりも田畑のほうが大事
という考え方は間違っているという意味です。僕
は、命助がこの言葉を言ったのは、当時人は大事
にされていなかったからだと思います。……僕も
命助と同じ考えです。田畑は人間のためにあるも
ので、人間がいなければ田畑も必要ないと思いま
す。つまり、人間はとても貴重、大切なものなん
だということです。……」（資料 ₄ のⒷの作文）。「現
在、この考えは普通になっています。僕も同じ考
えです。でも、命助のくらい人間を大切に考えて
いる人は現在でも多くはいないと思います。命助
のような人が今にもっと増えていけばいいなと思
いました。僕がこの学習を通して学んだことは人
のために行動をおこす勇気です。この命助の考え

に僕は感動しました。僕も、命をかけるまでいか
なくても、人のためになら何かできるような人間
に少しずつなっていきたいです。」（資料 ₄ のⒸの
作文）
　教科の学びの内実（知、あるいは地域の文化の
伝承）が、「防災」（避難・共助の行動、まちづくり・
公助へ視点、等）に、どう連なるのか、どうつな
がり得るのか。最後部の上記先述の点は、引き続
き考えていきたい課題として今後に残される。だ
が少なくとも、地域に生きた命助の、命（生命）
への思想と行動が、（この生徒たちの後の）津波
防災に連なる一筋の学びの内実になっていたとい
う側面があったであろうことは、見出し得る一つ
の可能性として、留意されてよいように思われる。
人間・人命の尊重、人間の生存という価値、命を
学ぶことと、災害・被災や防災についての学びは、
結びあうものであるはずである11。
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